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論文内容の要旨
動物細胞や酵母の研究により細胞周期を制御している多くの鍵タンパク質とそれをコードする遺伝子が同定され，
その制御機構が明らかになりつつある。一方，動物と異なる発生過程をもっ植物の分野においては，細胞周期制御機
構の解析は遅れているが，その機構は動物，酵母と共通点が多く，真核生物において保存されているらしし」本研究
では，高等植物における細胞周期制御機構を解明することを目的として， タバコをモデル系に設定した。そのために，
細胞周期制御遺伝子を単離し，これらの遺伝子の発現様式を解析すると共に，酵母変異株を用いた解析を行った。本
論文は上記解析により得られた新知見を中心にまとめたもので，以下に示す 4 章からなる。
第 1 章では，動物細胞や酵母の細胞周期制御機構について解説している。
第 2 章では， PCR 法によって 3 種類のサイクリン遺伝子 (Ntcyc25， Ntcyc27, Ntcyc29) をタバコから単離し，
出芽酵母のサイクリン欠損変異株を用いて Ntcyc遺伝子産物がサイクリンとして機能することを証明している。ま
た， タバコ培養細胞及びタバコ植物体の組織を用いて遺伝子発現様式を調べた結果， Ntcyc遺伝子の発現が時間的・
空間的に細胞増殖と密接に関係することを明らかにしている。さらに， タバコ培養細胞の同調培養系を用いて細胞周
期中における Ntcyc遺伝子の発現様式を解析し，これらの遺伝子産物が制御する細胞周期の時期を推定している。
第 3 章では，サイクリン依存性キナーゼの触媒サプユニットである Cdc 2 タンパク質をコードする遺伝子 (cdc 2 
Nt 1) をタバコから単離し， タバコ培養細胞を用いて遺伝子発現を解析した結果， この遺伝子の発現が細胞分裂と
関係しており，細胞周期中その発現レベルが比較的一定であることを示している。また，出芽酵母において cdc
2Nt 1 遺伝子産物が，細胞周期の全ての時期を制御する酵母の Cdc28 キナーゼの機能を完全に相補することから，
cdc 2 Nt 1 タンパク質がタバコ細胞周期の全ての時期を制御する可能性を見出している。
第 4 章では，本研究で得られた結果を総括し，高等植物の細胞周期制御機構に関連する他の遺伝子の役割を考察し，
将来への展望を述べている o
論文審査の結果の要旨
本論文は，高等植物の細胞周期制御機構を解明するために，動物や酵母における細胞周期制御遺伝子のホモログを
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タバコから単離し， これらの遺伝子の発現様式及び細胞周期中における機能の解析を行っている o 本研究の成果を要
約すると次の通りである。
(1)動物や酵母のサイクリン遺伝子の中に存在する共通性の高い配列 iこ基づき， PCR 法によってタバコからサイクリ
ン遺伝子のホモログを単離した結果， これらの遺伝子がサイクリン遺伝子と構造的に類似し，機能的にも酵母にお
いてサイクリンとして機能することから，目的のサイクリン遺伝子が取得されていることを検証している O
(2) タバコサイクリン遺伝子の発現が細胞増殖と時間的・空間的に密接に関係していることから， これらの遺伝子産物
が高等植物でも細胞分裂の制御に重要な役割を果たしている可能性を示唆している O
(3) タバコ同調培養系を用いて細胞周期中での遺伝子発現を解析した結果， Ntcyc25と Ntcyc27が S 期から M 期にかけ
て発現しており ， Ntcyc29は G2 と M 期に発現が限定されている o この知見から， これらの遺伝子が転写レベル
で制御されることによって， これらの遺伝子産物が細胞周期中で機能する時期が決定される可能性を示唆している。
(4)サイクリンと同様に PCR 法によりサイクリンのパートナーである cdc 2 遺伝子 Ccdc2 Nt 1 )を単離することに成
功し，遺伝子発現様式からこの遺伝子も細胞分裂と深く関係していると考察している o
(5) cdc 2 Nt 1 遺伝子産物が出芽酵母において Gl/S及び G2/M の両移行期を制御している Cdc28 キナーゼの機能
を相補することから， この遺伝子産物がタバコ細胞においても両移行期において機能する可能性を考察している o
以上のように，本論文はタバコの細胞周期制御遺伝子の取得に成功し，それらの遺伝子が高等植物においても細胞
周期制御に重要な役割を果たしている可能性を明らかにし，真核生物の細胞周期制御機構の共通性を拡充させた点で
植物細胞周期の研究分野に貢献するところが大きい。この研究は植物細胞培養による有用物質生産において基本とな
る細胞培養の解析にも重要であり，植物細胞工学分野の将来の発展にも寄与するものである。したがって，本論文は
博士論文として価値あるものと認めるo
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